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: 実際の発言位置

✴ 位置特定能力に応じた 
固有の重みを形態素 v ごとに定義
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位置特定が容易 分布のエントロピー 小

✴ Kullback Leibler divergence に基づき， 
最も分布を変化させる形態素 v の削除
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✴ 任意の発言位置の推定分布を                       
形態素ごと推定分布に対する重みづけ和で表現 VI. Future Work

✴ 複数形態素の組合せによる 
位置特定能力と削除後の分布の変化の検証

✴ SNS 上で共有した発言が発言者の意図しない
聴衆の目まで届いてしまう可能性 

✴ 個人のプライバシーが損なわれる恐れ

✴ 発言位置の秘匿化に焦点を当て， 
位置特定能力を評価関数とした匿名化手法を導入


